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10、051世帯

285．94km2

昭和52年3月31日　現在
　　人□　41，320人　　世帯数

　　｛婁201搬人　面積

千万円0987654320304050607080900　100

市　税

地方交付税

国庫支出金

市　債

県支出金

繰越金

諸収入

自鰍寸金
地方譲与税
繰入金
分担金及負担金

財産収入
利用料及手数料

寄附金

交通安全対策

特別交付金

3，571、473千円

3，153，056千円

88％

一一　　　　『
市税の内訳

il例糠※

O予算額
■■収入済額

　　収入率

／
一ヨ

」
」

（
五
九
・
八
暫
）
固
定
資
産
税
三
二
・
O

新
（
二
四
・
六
智
）
で
す
。
　
一
人
の
負

担
し
た
税
金
は
、
二
万
七
千
五
百
三

十
五
円
で
、
　
一
世
帯
十
一
万
三
千
乱

九
十
九
円
で
す
。

　
ま
た
、
依
存
財
源
の
割
合
は
、
五

⑬
⑳
㊨
㊨

七
・
七
幹
（
五
五
・
○
智
）
で
前
年
度
よ

り
依
存
す
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
の
は
市
税
の
減
収
に
よ
り
ま
す
。

固定資産税

364、397‘F隔

　132”∂

　
昭
和
5
1
年
度
最
終
予
算
額
は
、
一
般

会
計
三
十
五
億
七
千
百
四
十
七
万
三
千

円
お
よ
び
特
別
会
計
十
四
億
三
千
五
百
五
万
七

千
円
合
わ
せ
て
五
十
億
六
百
五
十
三
万
円
で
、

前
年
度
最
終
予
算
額
五
十
億
千
二
百
十
八
万
円

（
一
般
会
計
三
十
八
億
二
千
百
六
万
四
干
円
、
特

別
会
計
十
一
億
九
千
九
十
五
万
四
千
円
）
と
比

較
し
ま
す
と
五
百
四
十
八
万
八
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
〔
〔
）
内
は
前
年
〕

　
収
入
率
は
八
八
智
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
三
丁

九
宵
（
三
四
・
六
智
）
、
地
方
交
付
税

二
四
・
五
宵
（
二
七
・
五
智
）
、
国
県
支

出
金
一
九
・
九
智
（
二
〇
・
八
暫
）
で
、

全
体
の
七
六
・
三
智
（
八
二
二
新
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
市
税
十
一
億
三
千
七
百
七
十
七
万

円
（
十
三
億
二
千
百
十
四
万
円
）
の

主
な
も
の
は
、
市
民
税
四
八
・
五
智

罷肇し㊨輪1二
　ロ　ロ　　　　　　　らのアモ　

■礪剛聞凶
．
、
翻
驚
、
嵩

すみよい環境下水道

計会男1」特

支出済額　　執行率
852，464千円　B2，6国民健康保険

　1，031，032千円

収入済額　　収入率
998，304千円96・巳

2

宅地造成事業貸付資金　　　　　326、494千自　99，5

　　328，200千円

下水道事業■■二］42，072千円60，8
　　69，181千円
簡易水道事業1　　晒62干円91・2
　　　6、644千円

326，494手円99、5

手円64，6□■

6，349午円95，6

51年度下半期

8070605040

白石市「財政状況の公表に関する条例」

の定めるところにより、昭和5！年10月1

日から昭和52年3月31日までの白石市の

財政事情をお知らせします。

3020109
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（干万円）

　
こ
れ
は
、
一
般
会
計
で
の
事
業
費
の
減
、
下

水
道
会
計
を
特
別
会
計
と
し
た
ほ
か
福
祉
関
係

の
費
用
お
よ
び
繰
出
金
等
の
増
並
び
に
市
税
の

減
収
が
主
な
理
由
で
す
。

民生費

総務費

翫
ゴ
　

嚇
翻

　
聾言

『
灘

懸鍛

歳
出
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
　
〔
〔
）
内
は
前
年
〕

　
執
行
率
は
八
五
・
八
智
で
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
み
ま
す
と
、
民

生
費
二
〇
・
九
智
（
】
八
・
五
智
）
を
ト

ッ
プ
に
、
総
務
費
一
八
・
九
警
（
二
二
・

五
育
）
、
土
木
費
一
五
・
八
智
（
一
二
・

八
智
）
、
教
育
費
一
五
い
五
新
（
一
八
・

八
智
）
と
続
き
、
全
予
算
の
七
丁
五

畜
（
七
二
・
六
督
）
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
入
に
還
元
さ
れ
た
お
金
は

八
万
六
千
四
百
三
十
四
円
で
、
一
世
帯

三
十
五
万
五
千
三
百
三
十
五
円
で
す
。

　
五
十
一
年
度
の
お
も
な
事
業
な
ど

を
あ
げ
て
み
ま
す
と
次
の
と
お
り
で

す
。
　
（
カ
ッ
コ
内
は
事
業
費
…
単
位

千
円
）

　
総
務
費
　
▽
交
通
安
全
対
策
事
業

（
五
、
七
五
〇
）

　
民
生
費
　
▽
白
石
陽
光
園
建
設
事

業
補
助
金
（
一
〇
、
○
○
○
）

□予算額　　3，571，473千円

一支出済額　3，065，656千円

　　執行率　　85．8％

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費

木
育
業
生
防
債
会
工
働
旧
備

土
教
産
衛
消
公
議
商
労
復
予

　
　
　
水
　
　
　
　
　
　
　
　
害

　
　
林
　
　
　
　
　
　
　
　
災

　
　
　
農

働

　
労
働
費
　
▽
失
業
対
策
費
（
一
三
、

一
二
二
（
U
）

　
農
林
水
産
費
　
▽
林
道
開
設
改
良

事
業
（
二
四
、
○
〇
六
）
　
▽
塩
ノ
花

農
地
開
発
事
業
負
担
金
（
二
二
、
七

七
六
）
　
▽
農
道
整
備
事
業
（
一
五

、
六
〇
〇
）
　
▽
緊
急
粗
飼
料
増
産

総
合
対
策
事
業
（
二
五
、
五
九
三
）

▽
家
畜
市
場
建
設
事
業
（
九
、
　
一
二

五
）

　
商
工
費
　
▽
小
原
温
泉
遊
歩
道
吊

橋
架
設
事
業
（
八
、
○
○
○
）

　
土
木
費
　
▽
道
路
橋
梁
整
備
事
業

（
二
六
八
、
九
八
五
）
　
▽
道
路
橋
梁

維
持
補
修
事
業
（
二
二
、
四
六
一
）

▽
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
　
二
、
五

一
三
六
）

　
消
防
費

事
業
（
七
、
〇
二
〇
）

　
教
育
費
　
▽
福
岡
公
民
館
建
設
事

業
へ
七
、
二
六
二
四
）
　
▽
白
石
第
二

小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
建
設
事
業
（
二

五
、
七
七
四
）
　
▽
各
小
学
校
補
償

事
業
二
〇
、
三
六
〇
）

有財産の状況毛〔昭和52年3月31日現在）

　　　　　　　92，322m・
基金　その他の権利

　　　　　　555，299千円

▽
可
搬
式
ポ
ン
プ
整
備
市

灘曙徽、、械噸
　　　　毒繰．。警．．、

　　　　　福岡傘民餌

市民の市税負担と借金（起1

　　　　及び市民への還i

土地

　　　　　　　376，145m・

車両

　　　　　　　　　57台

借金（起債）

への還元額

1世帯に使われた

市のお金

　355，335円

1人に使われた

市のお金

　肪，434円　，

世帯数祀，051世帯

人が背負って

る市の借金

27、366円　　！

人口　41，320人
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や
つ
て
く
る

夏
休
み
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を

　
お
母
さ
ん
は
す
ぐ
に
「
勉
強
し
な

さ
い
」
と
言
い
ま
す
．
そ
し
て
夏
休

み
の
計
画
の
中
心
に
「
勉
強
」
を
考

え
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
夏
休
み
は
、

学
校
生
活
が
家
に
移
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
、
子
ど

も
が
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

自分の夏休みをするんだ

難
戴櫓

撃『醗羅

暫融鱒

野騨

こ
と
を
計
画
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、
い
つ
も
は
教
科
の
予

習
・
復
習
で
忙
し
く
、
好
き
な
本
を

ゆ
っ
く
り
読
め
な
か
っ
た
の
で
、
こ

の
夏
休
み
は
、
思
う
存
分
、
本
を
読

ん
で
み
よ
う
と
い
う
の
も
い
い
こ
と

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
工
作
に
つ
い
て

齢、一㌦1

　
　
　
を
療

、
郷
滋

鋤

鰯

戸
　
尉
』梅

錯

．
．
菱
熱
？

騨繭
　
幾

畔
ド
磁

達

も
同
じ
こ
と
が
レ

え
ま
す
。
と
く
に

「
も
の
を
創
る
」

喜
び
は
夏
休
み
に

う
ん
と
経
験
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
の
子
に
応
じ
た

　
　
　
手
伝
い
を

　
こ
の
ご
ろ
の
子

ど
も
は
家
庭
内
で

働
く
と
い
う
こ
と

を
だ
ん
だ
ん
し
な

く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
ま
の

子
ど
も
か
働
く
こ

と
を
い
や
か
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、

親
が
さ
せ
て
い
な

い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
働
か
せ
る
と
い
っ
て
も
、
た
だ
単

に
、
親
の
手
伝
い
を
さ
せ
る
と
か
、

ま
た
親
が
便
利
だ
か
ら
と
、
親
の
都

合
主
義
で
子
ど
も
を
使
う
の
で
は
な

い
の
で
す
。

　
子
ど
も
は
働
く
こ
と
で
、
自
分
自

身
の
力
や
価
値
を
知
り
、
家
族
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
も
生
ま
れ
て
く
る
一

の
で
す
。
水
ま
き
で
も
い
い
、
そ
の
…

子
に
応
じ
た
仕
事
を
分
担
さ
せ
、
責
…

任
を
も
っ
て
や
り
と
げ
さ
せ
て
、
自
㎜

分
も
家
族
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
…

の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
…

で
す
。

て
身
に
つ
く
の
で
す
。

　
理
屈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
で
い

く
ら
考
え
て
も
自
信
は
つ
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
か
ら
だ
を
と
お
し
て
経

験
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、
し
っ
か

り
し
た
自
信
が
植
え
つ
け
ら
れ
る
の

で
す
。

　
夏
休
み
は
、
そ
ん
な
新
し
い
経
験

を
さ
せ
る
の
に
は
と
て
も
い
い
機
会

で
す
。

　
た
と
え
ば
、
小
学
校
一
年
生
で
は

「
蝶
む
す
ぴ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
こ
と
で
も
い
い
の
で
す
。
　
「
お

ば
さ
ん
の
家
ま
で
［
人
で
お
使
い
に

行
け
た
」
こ
と
で
も
い
い
の
で
す
。

　
そ
れ
が
親
か
ら
見
れ
ば
、
ど
ん
な

虫
に
さ
さ
れ
た
ら
：

に
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
自
身
が
考
え
た
こ
と
で
あ
り
、

子
ど
も
の
願
い
で
あ
る
な
ら
ば
、
親

は
横
か
ら
じ
っ
と
子
ど
も
の
す
る
こ

と
を
見
守
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

○
虫
に
さ
さ
れ
な
い
た
め
に

　
虫
に
さ
さ
れ
た
と
き
の
は
れ
方
は
…

と
て
も
個
人
差
の
あ
る
も
の
で
す
。

虫
さ
さ
れ
の
あ
と
が
ジ
ク
ジ
タ
し
た
…

り
、
シ
コ
リ
に
な
っ
て
治
り
に
く
い
…

と
い
う
体
質
の
入
も
少
な
く
な
い
の
、
…

で
す
。
そ
う
い
う
入
は
ハ
イ
キ
ン
グ
…

に
行
く
と
き
、
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
…

予
防
す
る
の
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
一

　
そ
れ
に
は
、
ヒ
フ
に
直
接
ぬ
っ
て
…

虫
を
よ
せ
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
薬
…

を
使
う
の
が
簡
単
で
す
。
ス
プ
レ
ー
…

式
の
も
の
や
、
固
型
の
も
の
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
薬
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
…

こ
ま
め
に
使
え
ば
大
変
役
に
立
ち
ま
㎜

す
か
ら
、
め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
ぬ
っ
｝

て
予
防
し
ま
し
よ
う
。
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虫
の
毒
は
酸
性
だ
か
ら
、
ア
ン
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヤ
で
中
和
す
れ
ば
よ
い
、
こ
う
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
う
考
え
方
が
長
い
問
支
配
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
こ
の
ご
ろ
の
研
究
に
よ
る

　
　
　
か
ら
だ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
と
、
虫
の
毒
は
酵
素
、
ヒ
ス
タ
、
、
、
ン
、

　
　
　
　
　
　
学
ば
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

　
入
は
誰
で
も
、
　
「
親
離
れ
」
を
し
皿
の
成
分
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
い

て
、
自
分
の
力
で
歩
い
て
い
か
な
け
㎜
た
い
か
ゆ
い
は
、
そ
う
い
う
化
学
物

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
…
質
で
起
き
る
こ
と
か
わ
か
っ
て
き
ま

「
ぼ
く
に
だ
っ
て
で
き
る
ん
だ
」
「
わ
…
し
た
。
で
す
か
ら
、
虫
さ
さ
れ
に
は

た
し
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
…
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
や
、
炎
症
を
お
さ

よ
」
と
い
う
自
信
を
も
た
せ
て
お
か
…
え
る
薬
（
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
が
代

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
自
信
｝
表
的
な
も
の
で
す
）
の
入
っ
た
軟
膏

は
新
し
い
経
験
を
し
、
そ
れ
を
自
分
…
を
つ
け
る
方
が
合
理
的
で
あ
り
、
効

の
力
で
や
り
と
お
し
た
と
き
に
初
め
…
果
も
大
き
い
の
で
す
。

、
略
ノ

町ぐるみ摘も明るい：社会はξ馨くりの世界

ちに非行は芽のう

第27回社会を明るくする運動
．
，
儒
ノ
『

　
市
で
は
、
た
だ
い
ま
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
を
展
開
中
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

「
非
行
・
犯
罪
の
防
止
」
と
「
犯
罪

を
し
た
人
た
ち
の
更
生
」
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
杜
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
宮
城
県
に
お
け

る
昭
和
五
十
年
あ
刑
法
犯
少
年
の
増

加
率
は
全
国
で
最
も
高
か
っ
た
こ
と

は
耳
に
新
し
い
こ
と
で
、
昨
年
度
は
、

「
青
少
年
の
非
行
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
が
転
開
さ
れ
、
一
応
の
効
果

を
み
ま
し
た
。

　
青
少
年
の
非
行
は
ひ
と
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
青
少
年
の
非
行
を
防

止
す
る
た
め
に

　
▽
家
庭
で
は
、
あ
た
た
か
い
対
話

　
　
　
憎
．
｛
　
　
　
　
・
鱗

　
　
　
轡
ー

買汀」

甑蟹
へ
・
．
鯉

酬
、
～
．
蚕
．

を
。　

▽
職
場
で
は
、
あ
た
た
か
い
配
慮

キ
」
。　

▽
地
域
で
は
、
さ
わ
や
か
な
環
境

を
。　

▽
そ
し
て
い
ま
、
あ
な
た
に
で
き

る
こ
と
を
・
…

　
次
代
を
担
う
、
青
少
年
の
健
や
か

な
成
長
を
願
う
私
達
一
人
一
人
か
、

家
庭
で
、
学
校
で
、
職
場
で
、
地
域

社
会
で
、
こ
の
状
況
を
克
服
す
る
道

を
見
出
し
、
明
る
い
社
会
を
築
く
よ

う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

ぐ
犯
不
良
高
校
生
増
、

少
年
補
導

　
近
年
、
県
内
の
青
少
年
の
非
行
が

増
加
し
て
、
特
に
宮
城
県
は
少
年
入

口
に
し
め
る
刑
法
少
年
の
比
率
は
全

国
平
均
よ
り
高
く
、
ま
た
飲
酒
、
喫

煙
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な
ど
の
ぐ
犯
不

良
行
為
少
年
が
多
発
し
て
お
り
、
宮

城
県
で
は
、
　
「
青
少
年
非
行
防
止
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
」
を
行
い
、
非
行

防
止
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
白
石
市
（
蔵
王
町
、

の
ぐ
犯
不
良
行
為
少
年
の
補
導
状
況

を
み
ま
す
と
、
高
校
生
が
二
十
七
名

を
筆
頭
に
有
職
少
年
十
名
、
中
学
生

八
名
で
各
々
女
子
一
名
づ
つ
と
な
っ

て
お
り
、
一
昨
年
の
状
況
よ
り
全
体

と
し
て
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
非
行
防
止
に
家
族
で
次

の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
ω
親
は
子
ど
も
を
甘
や
か
し
た
り
、

過
保
護
に
な
ら
な
い
よ
う
、
き
ち
ん

と
し
つ
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
㎝
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
な
ど
、
熱
中

す
る
も
の
を
持
た
せ
余
暇
を
有
意
義

に
過
さ
せ
る
よ
う
に
助
言
す
る
。

中
学
生
減

　
鋤
外
出
の
際
は
、
行
先
、
目
的
、

帰
宅
時
間
等
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
習

慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
、
特
に

深
夜
の
外
出
は
制
限
す
る
。

　
ゆ
子
ど
も
の
友
入
関
係
に
留
意
し
、

電
話
番
号
な
ど
を
確
め
て
お
く
。

　
㈲
分
不
相
応
な
小
遺
い
を
与
え
な

い
よ
う
に
、
目
的
不
明
な
お
金
や
必

交通事故の相談は
　　　　遠慮なく

平常相談　9；00～16：30
　　（但し、土曜は午前）

弁護士相談　毎週水曜
　　　　　1a：一〇〇～16＝00

相談無料

自動車保険請求相談センター
　　盈仙台　23－9220

要
と
思
わ
れ
な
い
要
求
に
は
応
じ
な

い
よ
う
に
す
る
。

　
　
　
一
日
十
分
の

　
　
　
　
　
　
　
対
　
　
話

　
”
忙
し
い
・
忙
し
い
々
と
い
わ
ず

に
親
た
ち
が
子
ど
も
と
一
日
、
十
分

ぐ
ら
い
対
話
を
朝
夕
の
食
事
の
と
き

に
持
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
子

七
ヶ
宿
町
含
）
女〔0内昭和51年ぐ犯不良行為少年補導状況

増

減

同
　
期
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少
　
年
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少
　
年
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忠
董
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生

0
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（1）8
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　1
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　　学職別

1［三行別

乱　　　暴

た　か　り

家　　　出

怠　　　学

怠　　業
不純異性交遊

飲　　　酒

喫　　　煙

不良交友
夜間はいカ・い

不健全娯楽

薬物乱用

交通非行

そ　の　他

　　計

前年同期

増　　　減

1蔵玉町，七ヶ宿町台1
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“
懇繊

、
唱

『

　、
、、

縛
　
轡
．

艶

一行事・催しなとを写真で紹介します一

　　　学校庭木の手入れ
白石高等専門学校造園科の生徒

さん10名が各小、中学校の庭木

の手入れをしてくれています
（白中）

纏
，
　
　
藻

勺

F
望

写曳

㍗
ゼ蘭駆

・轡雌
、
㌧
㌦

瞭、’

　　　文化謂
　平塚益徳先

市民会館で行
「日本の教育

う演題で、市

すごかったで

髪

鉱
ヒ講演会

先生の講演会が

行われました。

育と将来」とい

市民の関心度は
です。

　　銭谷両氏より寄附
　　渡辺

　前白石商玉会議所会頭故銭谷

周治郎氏の意志によ†）図書館備

付図書購入代として百万円、仙

南信用金庫顧門故渡辺貞一氏の

意志によ1）育英資金として三百

万円寄附されました

　市では両氏の意志により、あ

りがたくいただき、図書の充実

育英資金として実1）あるものと

します。あ「）がとうございまし

た。

罎
織
、

織嗜

磁

㌧
ド
麓
「呪

　　　油絵木版画展示会
　宮城輝夫先生の油絵木版画展示

会が6月18日から3日間、図書館
で行われました。

喉．

』

　　　　　若妻会生寿可講習会
　大平若妻会で生寿司の講習会を行いました。

「毎日の食事に頭をなやめているのに、これ

で今日はとうちゃんよろこぶっちゃ

　
　
　
さ
つ
き
展
示
会

　
白
石
さ
つ
き
会
主
催
に
よ
る

さ
つ
き
大
展
示
会
が
6
月
1
0
日

か
ら
6
月
！
2
日
ま
で
の
3
日
問

市
民
会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

嚥
、

葦
忌瀞

隔

　　　・灘鞭

白石

夏まつり

第17回市総合体育大会

8月13日・14日

〉日　時　　7月17日　　　　）・会　場　　女子高他

〉種　目　　柔道＝白高　剣道二白女　庭球＝市営テニスコート卓球＝白高　バドミントン＝白高

排球＝白一小　民謡おどり愛好会＝働く婦人の家　水永＝白中　空手＝白二小　ソフトボール＝白二小

〔日程移動の種目〕　野球，ラガーフットボール，スキー，歩こう会，山岳，射撃，早起野球

〉申込み　　7月10目まで市教育委員会（四5－211i〈4H＞）

6

乙
「
日
一

丁

公共的団体使用料30㌫減

市民会館使用料免減される

春
の
叙
勲勲七等端宝章

半沢　 勇

、
邑
r
邑

　
市
民
体
育
館
、
市
民
会
館
は
、
市
　
る
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
％

民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
振
興
、
福
祉
　
　
○
農
業
共
同
組
合
、
森
林
組
合
等

増
進
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
　
の
産
業
経
済
団
体
、
養
老
院
、
育
児

市
が
使
用
す
る
場
合
や
市
の
行
政
上
　
院
等
の
厚
生
杜
会
事
業
団
体
、
青
年

の
補
助
機
関
と
み
な
さ
れ
る
公
共
的
　
団
、
婦
人
会
等
の
文
化
事
業
団
体
な

団
体
が
使
用
す
る
場
合
、
使
用
料
の
　
ど
の
公
共
的
団
体
等
が
使
用
す
る
場

減
免
が
な
い
不
合
理
な
状
態
で
し
た
。
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
％

　
こ
れ
ら
の
公
益
を
目
的
と
し
た
場
　
　
市
民
会
館
の
使
用
料
が
減
免
さ
れ

合
の
使
用
料
を
減
免
す
る
と
い
う
「
白
　
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
文
化
、

石
市
市
民
体
育
館
、
市
民
会
館
条
例
　
教
育
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
利
用

」
の
改
正
案
が
三
月
議
会
で
可
決
さ
　
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

れ
、
四
月
一
日
よ
り
次
の
利
用
の
場
　
　
市
民
会
館
だ
け
で
な
く
、
勤
労
青

合
に
減
免
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
　
少
年
ホ
ー
ム
、
働
く
婦
人
の
家
も
あ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
た
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

　
o
県
、
市
が
使
用
す
る
場
合
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
％
　
　
な
お
、
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ

　
○
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
　
う
と
す
る
団
体
は
市
民
会
館
に
備
え

大
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
盲
学
校
、
て
あ
る
使
用
料
滅
免
申
請
書
を
市
民

ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
お
よ
び
幼
稚
　
会
館
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

園
の
生
徒
、
児
童
、
園
児
の
た
め
に
　
　
な
お
、
細
し
く
は
、
市
民
会
館

音
楽
、
演
劇
、
展
示
会
等
に
使
用
す
　
（
恐
六
－
二
九
八
九
）
へ
。

　
春
の
生
存
者
叙
勲
が
さ
る
四
月
二

十
九
日
総
理
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
市

内
か
ら
た
だ
一
入
、
越
河
の
半
沢
勇

さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
半
沢
さ
ん
は
、
白
石
消
防
団
越
河

分
団
長
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
消

防
行
政
を
は
じ
め
各
方
面
で
の
活
躍

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
人
は
「
い
や
、
た
い
し
た

こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
に
」
と
謙
そ

ん
し
て
い
ま
し
た
。

　
〔
略
歴
〕
　
明
治
四
十
三
年
四
月
皿

二
十
三
日
生
　
六
十
八
歳
　
昭
和
十
轟

年
越
河
村
消
防
組
消
防
手
　
昭
和
二
…

十
九
年
町
村
合
併
に
よ
り
白
石
消
防
，

団
部
長
　
昭
和
三
十
六
年
白
石
市
消
殉

防
団
分
団
長
　
昭
和
四
十
四
年
退
団
臨

　
住
所

　
　
白
石
市
越
河
平
字
石
神
三
十
五
田

番
地

・
伝
承

材
　
　
木

物
語
を
丸
ず
軸
て
④
〔
小
原
地
区
〕

　
　
岩
　
白
石
市
史
編
纂
委
員
飯
沼
寅

　
表
紙
写
真
は
、
昭
和
九
年
五
月
、

国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
小
原

地
区
の
材
木
岩
で
あ
る
。
石
英
安
山

　
　
そ
り
ゅ
う
皇
』
湾
隷
　
　
　
　
か
く
れ
邑
、
ざ
ん

岩
質
粗
粒
凝
灰
岩
と
凝
灰
角
礫
岩
が

水
平
に
板
を
重
ね
た
よ
う
に
互
に
堆

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
そ
　
き
　
せ
さ

積
し
て
い
る
上
に
、
紫
蘇
輝
石
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
　
り

ん
だ
石
英
安
山
岩
が
「
柱
状
節
理
」
と

い
わ
れ
る
形
で
、
材
木
を
立
て
並
べ

た
よ
う
な
地
形
を
し
て
い
る
珍
し
い

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う

な
伝
説
が
あ
る
。
　
（
か
た
り
手
、
材
木

岩
茶
店
経
営
者
柴
山
昌
子
さ
ん
）

　
　
　
ひ
た
の
な
く
を

　
昔
、
飛
弾
匠
と
並
び
称
さ
れ
る
腕

の
よ
い
大
工
が
い
た
。
彼
は
江
志
峠

鎭
座
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
飛
不
動
社

の
堂
舎
を
建
て
る
願
を
か
け
仕
事
を

初
め
た
。
そ
し
て
満
願
の
前
の
晩
、

い
よ
い
よ
明
日
は
成
功
と
喜
ん
で
い

た
所
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
が
お
っ
て
、

い
た
ず
ら
し
て
鶏
の
と
き
の
声
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ぱ
ん
と
り

ね
を
し
、
真
夜
中
に
、
　
二
番
鶏
」

つ
づ
い
て
二
番
鶏
、
三
番
鶏
と
鳴
き

ま
ね
を
し
た
。
そ
こ
で
大
工
は
、
も

う
夜
が
あ
け
る
、
こ
れ
で
は
お
堂
が

竣
功
し
な
い
と
悲
観
し
て
、
そ
れ
ま

で
に
造
っ
た
板
を
重
ね
、
材
木
を
立

て
か
け
、
大
工
道
具
を
枕
に
自
殺
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
大
工
の
く
や
し

い
思
い
が
残
っ
て
、
立
て
か
け
た
板

や
材
木
は
、
そ
の
ま
ま
岩
と
な
り
材

治

木
岩
が
出
来
上
っ
た
，
そ
し
て
今
で

も
、
大
工
が
あ
の
世
で
く
や
し
い
と

泣
く
度
に
材
木
岩
が
く
ず
れ
る
と
い

う
。
こ
れ
は
大
工
の
涙
雨
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
実
際
、
不
思
議
に
雨
の
降
る
前
や

台
風
の
来
る
前
に
、
材
木
岩
の
石
が

少
し
く
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
風
化
作
用
で
、
気
圧
と
湿
気
の
変

化
で
天
気
の
変
り
目
に
く
ず
れ
る
の

で
あ
る
と
、
渡
辺
万
次
郎
東
北
大
名

誉
教
授
は
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。

　
な
お
、
材
木
岩
茶
店
の
西
に
「
西

念
法
師
不
生
位
」
と
い
う
碑
が
建
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
木
鼠
吉
五
郎
の
西

念
和
尚
の
弟
子
某
が
、
師
匠
の
ゆ
か

り
の
地
に
建
碑
し
た
も
の
の
一
つ
と

言
わ
れ
、
福
島
地
方
で
は
、
西
念
は

こ
の
地
で
座
禅
を
く
み
改
心
し
、
さ

と
り
を
開
い
た
と
伝
え
、
そ
の
後
山

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ぎ
や

形
県
か
ら
福
島
県
へ
行
脚
を
続
け
福

島
郊
外
瀬
の
上
の
架
橋
の
際
、
人
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り

に
立
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
摺

B
㎎
は
荒
川
な
の
で
洪
水
の
度
に
落

橋
す
る
の
を
、
世
の
た
め
犠
牲
と
な

っ
て
生
き
身
で
地
中
に
埋
ま
り
、
節

を
抜
い
た
青
竹
で
呼
吸
を
し
、
読
経

三
味
、
そ
の
ま
ま
生
涯
を
と
じ
た
と

い
う
。
こ
れ
は
西
念
和
尚
に
関
す
る

異
説
の
一
つ
で
あ
る
。
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自

動
物
の
寝
か
た
を
み
て
わ
か
る
よ

う
に
、
う
つ
ぶ
せ

に
寝
た
方
が
内
臓

が
保
護
さ
れ
、
安

心
感
が
あ
っ
て
よ

い
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。

寝
か
せ
か
た

決
し
て
埋
も
れ
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。
柔
か
い
敷
ぶ
と
ん
を
つ
か
い
、

う
つ
ぶ
せ
に
寝
せ
る
と
顔
が
埋
ま
っ

て
窒
息
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故

が
時
々
あ
り
ま
す
。

　
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
る
時
は
、
明

る
い
窓
や
あ
や
し
か
け
る
方
向
を
左

右
交
互
に
し
向
き
ぐ
せ
か
つ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
乳
を
吐
く
お
そ
れ
の
あ
る
時

　
　
　
　
　
　
　
は
、
顔
を
横
向
け

（
う
つ
ぶ
せ
の
是
非
）

　
　
　
　
う
つ
ぶ
せ
寝
が
頭
の
形
を

よ
く
保
つ
の
に
役
立
つ
と
い
う
人
も

あ
り
ま
す
。
う
つ
ぶ
せ
寝
を
さ
せ
る

場
合
に
は
、
ベ
ッ
ト
の
マ
ッ
ト
や
敷

ぶ
と
ん
が
固
く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
が

夢

　
和

　
弘

一
庭

第
大

石白

に
し
て
、
万
一
気

づ
か
ぬ
間
に
吐
い

て
も
窒
息
す
る
お

そ
れ
の
な
い
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
こ
う
し
た
危
険
に
対
す
る
注
意
さ

え
し
て
お
け
ば
、
寝
か
せ
方
は
ど
ち

ら
で
も
よ
い
の
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
い
ろ
い
ろ
な
道

具
で
、
電
気
製
品
の
部
品
を
、
一
つ

一
つ
確
実
に
つ
く
り
た
い
の
で
す
。

　
仕
事
が
む
ず
か
し
く
て
も
、
つ
く

る
の
が
楽
し
そ
う
だ
し
、
社
口
貝
の
友

だ
ち
も
い
っ
ぱ
い
で
き
そ
う
な
の
て

仙
台
や
福
島
の
大
き
な
工
場
へ
い
き

た
い
。
ぼ
く
の
母
の
友
だ
ち
の
子
ど

も
さ
ん
は
、
電
気
会
社
の
主
任
を
や

っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
こ
の
入
の
よ

う
な
よ
い
工
場
へ
つ
と
め
て
み
た
い
。

a6－2453

　
三
歳
児
を
も
つ

　
　
　
　
お
母
さ
ん
学
級
生
募
集

　
　
”
三
つ
児
の
魂
百
ま
で
も
〃
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
一
生
を

決
め
る
と
言
わ
れ
る
三
歳
児
を
も
つ

お
母
さ
ん
と
具
体
的
問
題
を
話
し
合

い
、
指
導
を
し
て
き
く
学
級
で
す
。

　
▽
期
間
　
七
月
か
ら
翌
年
三
月

　
▽
人
員
　
三
歳
児
の
お
母
さ
ん
五

十
名
（
三
歳
児
　
昭
和
四
十
九
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
）

　
▽
学
習
内
容
　
①
幼
児
の
習
慣
づ

け
、
か
ら
だ
づ
く
り
、
病
気
　
②
仲

間
、
あ
そ
び
、
パ
パ
と
遊
ぼ
う
、
家

族
の
役
割
そ
の
他

　
▽
申
込
み
　
七
月
十
五
日
ま
で
中

央
公
民
館
へ

　
　
　
　
友
和
会
募
集

　
健
康
の
た
め
、
気
軽
に
家
庭
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▽
対
象
　
　
主
婦
（
年
齢
不
問
）

　
▽
期
日
　
毎
週
月
・
木
曜
の
十
六

時
三
十
分
～
二
十
時
三
十
分

　
▽
場
所
　
白
石
第
一
小
体
育
館

　
▽
申
込
み
　
七
月
十
五
日
ま
で
中

央
公
民
館
へ
。

　
　
楽
し
み
な
が
ら
教
養
を

　
中
央
公
民
館
で
は
、
楽
し
み
な
が

ら
教
養
を
み
に
つ
け
る
次
の
教
室
を

開
設
し
ま
し
た
。
ふ
る
っ
て
参
加
し

て
下
さ
い
。

（
教
室
名
①
期
間
②
曜
日
③
時
間
④

対
象
者
⑤
定
員
⑥
内
容
⑦
会
費
）

　
社
交
ダ
ン
ス
教
室
　
①
）
五
月
～
三

月
②
毎
週
金
曜
日
③
十
九
時
～
二
十

一
時
④
青
年
⑤
三
十
名
（
男
女
各
十

五
名
）
⑥
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
お
互
い
の
親
睦
、
隔
和
を

は
か
る
。
⑦
無
料

　
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
　
①
五
月
ー
三

月
②
毎
月
第
三
日
曜
日
③
托
時
～
十

五
時
④
一
般
市
民
⑤
四
十
名
（
⑥
山
行

を
通
じ
、
山
岳
の
自
然
美
を
満
喫
し
、

健
全
な
心
身
を
養
う
⑦
五
百
円
（
旅

費
別
V

　
青
年
教
室
　
①
五
月
～
三
月
②
毎

月
第
三
水
曜
日
③
＋
九
ー
二
＋
一
時

④
青
年
⑤
三
十
名
⑥
レ
ク
と
趣
味
と

教
養
と
楽
し
い
仲
間
づ
く
り
⑦
無
料

　
子
ど
も
工
作
教
室
　
①
七
月
二
十

五
・
二
十
六
・
二
十
七
日
、
八
月
一

・
二
日
③
九
時
～
十
二
時
④
小
学
校

五
・
六
年
生
⑤
四
十
名
⑥
夏
休
み
の

工
作
を
通
じ
、
子
ど
も
の
創
作
力
を

養
う
⑦
五
百
円
（
材
料
費
）

　
申
込
み
　
中
央
公
民
館
へ
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
し
め
切
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
。
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ぼ
く
の
ゆ
め
は
、
大
人
に
な
っ
た

ら
工
場
で
働
く
こ
と
で
す
。

どんなことて毛

ζ

吃

相
談
区
分

行
　
政
　
相
　
談

生
　
活
　
相
　
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

消
費
生
活
相
談

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

交
通
事
故
相
談

税
　
務
　
相
　
談

相
談
日

5

5
　
1
5
・
2
5

22

5

19

5

毎
週
・
水
・
木
・
金

～b2284

時
　
間

0
寺
～
2
寺

0
土
寸
～
ワ
】
土
寸

9
時
3
0
分
～
1
5
時

0
土
寸
～
4
出
寸

0
土
寸
～
ワ
一
土
寸

9
時
～
1
4
時

3
上
寸
～
4
上
寸

O
＋
守
～
2
上
寸

0
土
寸
～
5
土
寸

0
上
寸
～
6
土
寸

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
　
　
役

所

市

役

所

市
没
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
福
祉
事
務
所

白
川
出
張
所

市
役
所
市
民
相
談
室

市
役
所
市
民
相
談
室

、

　
取
引
を
す
る
土
地
の
広
さ
が
ま
と

め
て
次
の
よ
う
な
一
定
規
模
以
上
の

売
買
を
行
う
場
合
に
は
、
契
約
を
す

る
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。
審
査
を

行
い
適
正
な
価
格
で
取
引
が
さ
れ
る

よ
う
是
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
一
定
規
模
と
は

　
都
市
計
画
区
域
　
五
千
平
方
居

　
そ
の
他
の
区
域
　
一
万
平
方
屏

　
ま
た
、
同
規
模
以
上
の
住
宅
用
地

の
分
譲
に
つ
い
て
も
価
格
の
事
前
確

認
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
分
譲
地
を
買
わ
れ
る
方
は
、

価
格
に
つ
い
て
ご
相
談
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
秘
書
企
画
課
（
且
五

1
の
航
空
散
布
に
よ
り
病
害
を
未
然

に
防
止
し
、
宮
城
米
の
名
声
を
維
持

し
、
良
質
米
を
消
費
者
の
皆
様
へ
供

給
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
急
速
的
な
兼
業
農
家
の
増
加

で
農
業
労
働
力
の
減
少
を
補
う
と
共

に
、
農
業
安
全
管
理
の
観
点
か
ら
本

年
も
前
年
通
り
次
の
日
程
で
基
幹
防

除
を
行
い
ま
す
の
で
、
早
朝
か
ら
騒

音
等
で
大
変
ご
迷
惑
で
し
ょ
う
が
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
航
空
散
布
の
日
程
以
外
に

簡保写真コンクール

　　　　　　作品募集

　東北郵政局では、簡保資金融資
施設を対象とした写真コンクール
を次により行います。ふる・）て参

加して下さい。

　〉内容　簡保資金の融資施設（

学校、住宅、道路など）を題材と
した明るい作品『。現在工事中の東

北新幹線も含む。

　〉作品の大きさ　白黒は四切、

カラーはスライド35mm（単写真、

組写真いずれも可）

　［＞応募細則　　o未発表の作品

○画題、簡保資金融資施設名、住

所、氏名を白黒は裏面、カラース

ライドはそのマウントに記入のこ

と。○応募は白黒・カラーそれぞ

れ5点以内。

　〉作品受付　　8月10日までもよ

りの郵便局保険課まで。

　詳しくは、白石郵便局保険課（

奮5－2745）へ。

　
　
　
　
　
お
宅

　
ガ
ケ
崩
れ
、
風
水
害
の
被
害
は
、

ほ
と
ん
ど
が
梅
雨
期
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
既
成
の
住
宅
地
内
の
自
然
ガ

毒
、

は
安
全

曳
羅ぎ

蒙
馴

　壷1酵

　
　
で
す
か

ケ
が
危
険
度
は
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ガ
ケ
い
っ
ぱ
い
に
建

物
な
ど
が
建
て
て
あ
る
た
め
手
の
施

し
よ
う
が
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

　
で
も
た
い
が
い
の
所
は
、
私
た
ち

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
か
な

り
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
，
近
所
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
次

の
こ
と
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
○
家
の
ま
わ
り
の
測
溝
や
下
水
管

な
ど
を
よ
く
掃
除
し
て
お
く
こ
と
。

　
○
風
で
地
盤
を
ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
な

大
木
は
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
○
危
険
箇
所
に
は
土
盛
り
し
て
浸

水
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

も
自
主
防
除
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
▽
日
程
　
七
月
十
一
日
、
七
月
二

十
日
、
八
月
一
日
、
八
月
十
日
、
八

月
二
十
三
日

　
▽
時
間
　
四
時
三
十
分
ー
十
時
頃

ま
で
。

　
な
お
、
天
候
な
ど
の
都
合
で
、
日

時
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。

　
総
理
府
で
は
、
き
た
る
七
月
一
日

現
在
の
昭
和
五
十
二
年
就
業
構
造
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
人
口
の
就

業
、
非
就
業
に
関
す
る
基
本
的
構
造

を
明
ら
か
に
し
、
経
済
計
画
や
雇
用

失
業
対
策
等
に
必
要
な
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
中
旬
に
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
ぐ
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
場
合
に
は
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

　
▽
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
4

分
の
ー
が
台
所
か
ら
出
さ
れ
る
生
ゴ

ミ
で
、
そ
の
処
理
に
て
こ
ず
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
で
、
生
ゴ
ミ
を
出
す

場
合
、
ゴ
ミ
容
器
の
中
に
古
新
聞
紙

な
ど
を
敷
き
つ
め
た
上
に
、
十
分
に

水
を
き
っ
た
生
ゴ
ミ
を
入
れ
る
よ
う

心
が
け
て
下
さ
い
。

　
▽
ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
朝
に
収
集
場

へ
出
し
て
下
さ
い
。
回
収
後
は
、
き
れ

い
に
清
掃
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
ヒ
ン
、

カ
ン
な
ど
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
必

ず
不
燃
物
収
集
日
に
出
し
て
下
さ
い
。

白石市の人口

　5月31日現在

1，35B人

O，119人

21、239八

総人口

　男

　女

世帯数　10，114世帯

なみ

のん

図

書

館

新
入
図
書
紹
介

貸
本
は
一
切
無
料
で

　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

近
世
農
書
に
学
ぶ
　
　
飯
沼
　
二
郎

現
代
新
語
ど
社
会
知
識
塩
田
　
　
勝

女
子
社
員
読
本
”
7
7
　
日
本
経
営
協
会

に
ほ
ん
の
絵
か
き
う
た
永
田
　
栄
一

坂
本
式
動
物
剥
製
法
　
僑
本
　
太
郎

大
予
言
と
謎
　
　
マ
ン
ガ
ス
・
ホ
ー
ル

双
六
日
本
の
遊
び
　
　
小
西
　
四
郎

泥
流
地
帯
　
　
　
　
　
三
浦
　
綾
子

甘
っ
た
れ
る
な
　
　
　
松
平
　
康
隆

働
く
婦
人
と
保
育
　
婦
人
雇
用
調
査
会

み
ん
な
が
主
役
吻
T
A
平
湯
E

市
町
村
要
覧
　
　
　
　
宮
　
城
　
県

目
で
見
評
車
運
転
法
茂
原
勉

近
代
目
本
洋
画
の
展
開
匠
　
　
秀
夫

一
枚
の
レ
コ
ー
ド
　
　
扇
谷
　
正
造

お
稲
荷
さ
ん
　
　
　
　
中
村
　
直
勝

男
を
創
る
セ
ン
ス
　
　
古
波
蔵
保
好

洗
剤
の
知
識
　
　
　
　
山
県
　
啓
利

大
工
道
具
の
仕
立
　
　
秋
岡
　
芳
夫

交
通
公
社
の
　
　
　
　
日
本
交
通
公
社

　
　
新
目
本
ガ
イ
ド

子
ど
も
の
テ
レ
ビ
を
　
ウ
イ
リ
ア
ム
．

　
　
　
　
侵
す
も
の
　
　
メ
ロ
デ
で

ミ
セ
ス
の
あ
み
も
の
　
奥
平
寿
美
枝

オ
ー
ト
ス
ラ
イ
ド
　
　
石
川
　
　
治

証
券
の
知
識
　
　
　
　
原
　
　
　
亨

天
ぷ
ら
と
揚
げ
も
の
全
集
　
辻
　
勲

メ
イ
ロ
ー
ゼ
　
　
　
　
佐
治
　
守
夫

冬
青
庵
楽
事
　
　
　
　
小
林
　
　
勇

悲
し
み
の
歌
　
　
　
遠
藤
　
周
作

十
三
秒
半
　
　
　
　
　
三
浦
　
朱
門

〔
以
上
新
入
書
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
〉
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52．7．1

保
慧健

　
　
成
人
病
検
診

　
　
－
三
住
、
蔵
王
、
不
忘
、
長
峰
1

　
「
や
す
ら
ぎ
号
」
に
よ
る
成
人
病

検
診
、
老
人
健
康
診
査
を
、
三
住
、

時間

13：3〔ト14：00

13：30－14：00

13：30～14：00

期日

7月5日

7月6日

7月11日

7月18日

日程

会場
三住分校

∴
笈ホ

ヨ
サ灘

不忘旅

　
蔵
王
、
不
忘
、
長

　
峰
の
市
民
を
対
象

　
と
し
て
次
の
日
程

　
で
行
い
ま
す
。

　
　
▽
対
象
者
　
四

　
〇
歳
以
上
の
市
民

ユ
圧
、
尿
そ
の
他
必

枝．
分
　
▽
検
査
種
目
血

蓬

要
に
応
じ
て
心
電
図
、
眼
底
、
血
液

検
査
を
行
い
ま
す
。

　
三
種
混
合

　
　
　
　
定
期
予
防
接
種

　
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
に
、
ジ
フ
テ

り
ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風
の
三
種
混

合
定
期
予
防
接
種
（
第
一
期
）
を
行

い
ま
す
。

　
▽
日
時
　
七
月
十
二
日
　
十
三
時

三
十
分
～
十
四
時
三
十
分

　
▽
場
所
　
市
民
会
館

・
▽
対
象
者
　
昭
和
四
十
九
年
十
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
出
生
者

　
▽
そ
の
他
①
記
載
し
た
問
診
票

と
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
持
参
し
て
下

さ
い
。
②
身
体
に
異
常
が
あ
る
場
合

昭和52年度第2回一斉消毒日程

は
、
接
種
前
に
医
師
の
診
断
を
受
け

て
き
て
下
さ
い
。
③
三
種
混
合
を
希

望
し
な
い
場
合
は
、
市
衛
生
課
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

　
ッ
反
検
査
と

　
　
　
B
C
G
接
種
（
小
原
）

　
お
子
様
を
結
核
か
ら
守
る
た
め
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B
C
G

接
種
を
行
い
ま
す
。

　
▽
日
時
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射

七
月
十
三
日
。
ツ
反
測
定
と
B
C
G

接
種
　
七
月
十
五
日
。
い
づ
れ
も
九
，

時
二
十
分
ー
九
時
四
十
分

▽
場
所
小
原
小
学
校
　
医

▽
対
象
者
小
原
地
区
の
生
後
三
番

ヵ
月
か
ら
四
歳
未
満
で
ま
だ
一
度
も
当

B
C
G
の
接
種
を
し
て
い
な
い
乳
幼
患

児
。
た
だ
し
、
は
し
か
の
予
防
接
種
急

後
一
ヵ
月
以
内
の
方
及
び
三
種
混
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

日
本
脳
炎
予
防
接
種
後
二
週
間
以
内

の
乳
幼
児
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
・
佛

　
▽
そ
の
他
　
母
子
手
帳
持
参

　外科
刈田病院
5－2145

銭谷医院
5－2010

刈田病院
5－2145

宮城医院
5－2062
加藤㈹医院

6－2653

内科
芭医院
5－2410

大沼医院
5－25Q2

亘理医院
6－3355

加藤（司医院

5－2001

引地医院
5－2036

　　　　区　　　　　　別

清水小路、寿町、柳町、本郷第1
第2、第3、第4、鷹巣、上郡山
郡山、

滝下、沖

　　　　全　　　　　　区

　　　　全　　　　　　区

南町、田町、本町、中町、長町、

亘理町、短ヶ町、新町、西益岡、

中益岡、東益岡、小下倉
　　　　全　　　　　　区

　　　　全　　　　　　区

滝上、尾べら、上原、鎌先、弥治
郎、大網、芹沢、八宮
東区、北区、南区、西区上、西区
下、山根、下原、山ノ下
沼、川原子、不忘、蔵王、三住
　　　　全　　　　　　区

　　　　全　　　　　　区

地区曜月日

白石

福岡
越河
斎川

日7．17

木

金

7．21

7．22

白石日7．24

大鷹沢

小原
福岡

月

火

7．25

7．26

水7．27

福岡木7．28

福岡
大平
白川

金

王

百

7．29

7．30

7．31

月日

7．3

7．IO

7．17

7．24

7．31

　　　　　注　意　事項
火気のある所で使用しないこと，、

食器、飼料、おもちゃ等に直接かけないようにすること
消毒に従事される方は必すマ又クを使用すること。
作業終了後は石けん水で、顔、手、尾等をよく‘先うこと

健6直力幽シ瘍竃』
備考場所対象地区

白石市役所白、石地区

越河出張所越河地区

大鷹沢公民館大鷹沢地区

該当者に通知白石保健所全地区
大平公民館大平地区

白川公民館白川地区

51年6月生
該当者に通知

市民会館

市民会館
全地区
全地区

三住婦人ホーム住地区＝

小原診療所小原地区

52年1月生市民会館白石以ケ彬弛区

斎川公民館斎川地区

49年1月生白石保健所全地区
福岡公民館福岡地区

52年1月生市民会館白石地区

　　受付時間

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13100～14；00

12：40～12：50

9　：30～11：30

13：00～14：〔）0

9　：30～11：30

13：00～14；OO

12＝40～12：50

12：40～12：5C

9　：30～11：30

13：00～14：00

9　：30～11：30

13：00～14100

12：40～12：50

9　：30～11：3（）

13100～14：（）0

12：30～13：00

9：30～11：30

13：〔）0～14：00

12：40～12：50

区　 分

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ヶ月児検診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
12ヶ月児検診
3ヶ月児検診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
6ヵ月児検診

健康相談
妊婦教室
3歳6ヵ月児検診

健康相談
妊婦教室
6ヵ月児検診

日

4

5

6

7

11

12

13

14

18

21

21

25

26

27

28

10

曝
藩
輝
幽
・
　
審
凄
　
蕪
《
肇
軌

も
　
争
イ
、
麹
f
．
亀
ぴ
旨
、
「
年
．
　
β
　
　

魯
謹
　
　
　
薄
』
蓼
多
｛
多
畢
ー
曜
§
」
皇


